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結核専門雑誌

American Review of Tuberculosis, Vol. XL, Ｎ０．1, (1939)
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祐痰作用ノ生理機韓

Harrv (V Ballon: Physiological Mechanism of Ex-
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w

pectoration (キーペッ々州モソト･･－ル市痢太一般病

院外科:

文歓及著汽一白身ノ賞験二基ワ秩痰作月卜り宗汲テ･'

ル。サテ秩痰作用二於テ咳瞰が大キ十役割ヲ演ベル事

。･ヽ言フヲ脱･タナイガ、之ノミヲ以テダドヽ'レテ居ル詳デ

・ヽヤイ。之｡・ヽ咳楸刺戟ヲ感々ク､ルハ大キナ気管枝以上

ノ部分二限へ小気管枝ヤ肺胞ニー・ヽ此感受性が無イ1ヽ

言フ事カラ考ヘテモ分ル。即興他ニモ色々ノ機轄かア

リ、相助ケテ秘痰作用プ§ムモノデアル。例ヘバ呼吸

作用、姿勢、繊毛運動及気管枝ノ太サヤ形ノ侵動等が

開典シテ居ルノゲアル゜先ヅ気管枝壁ノ繊毛運勁カラ

邁ベルト碑紅支配ヲ々ケル事ハ・'乏ヶルガ直接テうヽヤ

ク、紳経刺戟ハ先ヅ粘液ノ産出ヲ促進シ之こヨツテ繊

毛ノ逐動力’活溌トナルノデアル。此運動｡・ヽ叉温度及気

暗二大キナ杉響ヲそケル。之力゛秘痰作用二重要ナ役目

ヲ演ジテ居ルノデアル。

｢ヤロペ゛≒ス｣等ノ染色セル泊ノ喀出賞験ニ

　

ョ

　

レ

　

ノii喀

出作川こﾆｰ八二相ガアル。一八紙竹枝内容物ノ喀出ヽヤ

アリ、他｡ハ小気竹枝及肺胞内容物・喀出デTパル。前者

ハ擦通8―12時間給キ、後者ハ敏日間緻グ1ヽ言フ。

｢ブロ”ヴァ｣'万ﾀﾞｰ３１トu.m支嬬動ナ几i冤卯Jガアルト

百フバレテ嬬勁ト柵スベキヤ否ヤ・ヽ之司

紙管枝悳植器1ヽ孵スペキ者力づトスル事ハ芳一ベモ認メ

ル。菊千枝肺滑下筋が剔頭ヨリ肺賞質＞迄分布シテ居

ﾉ呵し心町川的ニ､ﾀﾞ定ス‥カラザル事賞デアノ1／シ、｢ル

イサ'･ヘハ電紙気竹枝曲線ニョ勺

テ川ル･

楊他圀妬膜づ話動モ一竃・剛係ヲ持ッ。例ヘバ横隔

膜㈲栴ヲ趨サセタd万雷肺カラハ｢･･ビョドール｣ノ消

火力浬しルノリ認メルノデアル。尤モ喀出作川ノヽ無ワ

【第18巻

ﾉ｀ヽナラナイ､。

倚著者等ノ研究テ≒ハ咳瞰作川Jハ）ピョドール」ヲ肺

内ノー肘深クヘ泣込ム事モアル。

以上り日々現jン智識ノ上丈デ言クテモ社痰作用ト

言フ者ハ駈多77　ノ機轄ノ圓滑ナル協力－ヨツテ行。･ヽ

レテ居ル・デアル。

　　　　

（宇多野

　

内藤抄）
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肋膜外気胸

Paul Yeary: Extrapleural Pneumothorax （ニュウジ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ー－

ヤージー州ブレイン／フィールド市パーク・アヴェーユー
ご¬

　

ニニごこ

　

こ

　

こ二二二ごこ¦ごこ二:
909）

著片ガ53例ノ患者二就テ試ミ・タ55同ノ肋膜外気胸

ノ経験ケ港ベラレテ居ル。ソノ方法ハ肋骨ノー部ヲ切

除ン肋膿ヲ胸廓ヨリ剥離ン其處二空低ヲ入レ・ル方法

こ一一ｼﾞﾃ経験例中２例ハ肋膜剥離が不可能二絲リ、49

例｡・ヽ1同ノ手術デ臍ｉ、１例川

ノ１例ハ同側ニ２同ノ手術ヲ行クテ居ル。

著者ノ考ヘテ居ル心手術ノ適恋症・ヽ次ノ通りデアノl/。

1）肋膜内気胸が不可能或ハ不充分デアリ、胸廓整形

術が禁まｆアル様ナ雨側性疾患。

ち

　

片側二既二胸廓整形術が施行サレテ居ノ1/場合ノ

他側二虚脱ヲ施ツ､場合ハ胸廓整形術ヨ･･本手術ノ方

ヵ゛呼吸困雖ヲ起サナクテ良イ。

3）肺活福･ノ低イ場合例ヘバ喘息患者等二八本法が

良≒

4）小Ｑ或ハ若年者ニンテ未ダ身毅ノ螢育が完成シ

テ居ナレ片ニハ先ッ本法ヲ行ヒ、共完成ヲ待ツテ胸廓

察形術二移ルペキデアル。

5）急性進行性、活動性ノ患者ニハ胸廓整形術ノヽ屡・

有害デ毅熱共他・中毒症状ヲ惹起ｺｽﾉ1/カラ本法ヲ先

ヅ試ミルベキデア几。

6）喀血巾ノ患者デハ胸廓整形術ハ他側へ楯大セs／

メ

　

ル´恐レガ多卜
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併用ジタ。同顧的二全症例ヲ二分ジテ外見的適吃症例

ト非適庶症例1ヽ焉ジテ、其各；ニ就テ評價ヲ試ｉﾉ1／

事トンタ

カクテ其結論｡八次ノ如クデアル。

1）横隔膜榊裾遮噺法ノ数果ハ其病型ニョツテ大キ

ナ差ガアノ1／。無差別二之ヲ行フナラバ無数例が高率ヲ

占ムルバカリデナク3－5％ユ於テハ有害デサヘアノl/。

2）次二列記｡スル病竃ヲ持ツ症例デ本法ヲ単猫二試

ミテノ｀ナラナイ。

　

ａ）直径３ｃｍ以上ノ肺炎部空洞

　

bう

　

謄高部二於テ癒著性ノ壁ヲ持ツ大空洞

　

ｃ）肺炎性凝結

　

dﾌﾞ

　

空洞及急性浸潤ヲ包含セル緻密結締織病竃

以上ノ如キ例デ良敗ヲ収メ得ル事｡ハ稀デアノ1/、斯カル

非連恋症例ハ全患者ノ約30％ヲ占メテ居タ。

3/

　

上述ノ場合以外ノ症例｡ハ外見的適吟症1ヽ考ヘラ

l／、相宿ノ幸二於テ良ｆ結果ヲ得ノ1／事が出来ﾉ1/つカカ

ル症例ハ仝患者ノ70％ヲ占メテ居タ。

4･）外見的適昿症例ノ52.1％ニ於テ本法単猫テツヽ故

果ヲ認メ得ナカツタ。

5ﾉ

　

外見的適鹿症例ノ22．5％ニ於テ手術ノ結果著数

ヲ認メタ。

　

e「」病憲／ヽ吸収サl／ルカ停止s／、空洞ノヽ何

レ’モ消失ン･タ。11.3％ニ・於テ｡・ヽ或程度軽快ンタガ空

洞ハ消失-tjズ、喀痰中結核菌モ無クナラズ、是等ヲ除

去ヌルニ｡・ヽ他ノ虚脱法ヲ必要トジタ。14．1％ニ於テハ

最初ハ軽快ヲ示シ≒タガ其後再燃ヲ惹起シタつ

6･外見的適昿症例二於ケル放果／ヽ以上ノ通りタガ、

其良斂ヲ収メル症例ヲ像知ヌル方法ぺ

本法が鮪誠二終ル場合ハ貴重ナ時間ヲ失・ヽシメノ1／ノ

ｉナラズ、若ン人工気胸法或ハ胸廓整形法が可能ナ場

合二其代法1ヽシテ選ソダトジタラ其災害ｙヽ計ルペカ

ラザ几モノガアノレ。

7ﾝ

　

故こいノゝ-一一’-4般二他ノ虚脱療法ノ都訃ノ悪ｆ場

俘ニノｉ逡ブペキテアル。叉若ン例外的二本法ヲ先ヅ

吃用シタ場合一・ヽ本法力其奴能ヲ極致-・デ螢揮ン・タラ

他ノ虚犯法ヲ併セ施拡スルヲ遅レテハナラナ≒上洛

ノ如キ制限ノ下ご行フ十ラ八本法ハ個々ノ症例二於

テ良果ヲ収メルザアラウ。

８）横隔膜御紅遮噺一法ハ叉他ノ虚脱法ト併用シテ其

價値ヲ曾揮ヌ､ノL/事ガアル。夫／ヽ次ノ場訃デアノ1／。

　

ａ）肺門部空洞ノ閉鎖及肺下牛蔀疾患ノ停止ヲ目

　　　

的トヅテ上葉気胸或｡・ヽ油胸法或ハ上部胸廓整

7）底部空洞二對ヅテ八三階段ノ胸廓整形術二代り

得ﾉ1／デアラ瓢

以上デアノレ。

サテ著者´経験ニョルト本手術ノヽ肋膜外胸廓整形術

ノ代用法トー’｀ヽ考ヘラレナイ。寧口肺結核ノ他ノ手術的

療法二對スノl／補足療法ト看倣スベキデアノ1/。大慾本法

・’ヽ其適喉症、虚腕ノ形及数果及合併症ノ性質等二於テ

肋膜内人工気胸ト其軌ヲーニjスルモノデアルカ’、勿論

肋膜内人工気胸が可能且適鹿デアル場合・ヽ本法｡･ヽ不

要デアル。有熱患こ汚ヤ其他ノ中毒症状アノ1／患者ニモ本

手術／ヽ充分耐エラレノt/がヽ、手術後ノ反噫。･ヽ必ズシ･モ常

二皆無デハナイ。然ン著者ノ現在ノ成績｡・ヽ本法二大キ

ナ希望ヲ抱カヅメルモノガアル。

　　　　　　　　　　　　　　

（宇多野

　

内藤抄ﾚ

　

3）横隔膜神経遮断法、肺結核虚脱治療計書二於ケ

ル本法ノ位置

J. W. Cutler: Phrenic Nerve Interruption. Its Place

in the　Collapse　Therapie　Program　of　Pulmonary

Ｔｕbeｒｃｕlosiｓ.（４ソジルヴァこア州フィラデルフィヤ市

　　　　　　　

二こ‾ここ二に二二こＴ__

　　

こ二万ニフこ二こ’こ二二
４ｙジルヴ７ニーア大學附扇醤院へｙりー゜フィリップ研

究所）

横隔膜神経遮噺法／ヽ現在敷千二渡ル手術報告例ヲ持

チナガラ其数果二回シテ､ハ諸説紛々トンテ帰ヌル處

ヲ知ラズ、今尚肺結核ノ治療法二就テノ論争ノー中心

ヲナジテ居ル。著者八乍法二正シイ評價ヲ奥ヘシ事ヲ

企圖ン先ヅ次ノ諸項二留意シテ検討ヲ進メ犬

1）本法施術時二於テＸ線的二自然治癒ノ傾向ヲ認

メラレタ症例・ヽ評價二加ヘナカツタ。

2）従来ノ経験ニ＝･リ本法ノ政果が乏シイ1ヽ言フ事

ヤ分クテ居ル者ハ評價ノ對象カラ除外シ、別二一群1ヽ

ナンテ検討ﾝ一犬

3）本法ノ政果ノ判定｡ハ肺病竃ノ愛化ヲ以テナシ、患

者間慾ノ悳命ヲ以テ、ヽンナｆ事ユシ≒タ。

卦

　

肺病９ノ塗化｡･ヽＸ線的所見ヲ中心1、シ’テ判定シ

タc

5ﾝ

　

数緊判定ノ時期、ヽ早期成績1ヽ晩期成績ト二分ケ、

前者、ヽ3－6ケJ卜・後ト埓ン、後者ハ平均25.9ヶ月後

トジタ。

　

検索ノ對象ハ122例ノ白反成人肺結核患者ニシテ、

其故會的及経済的條件ハ大慾等ンイモノデアルつ手術

後ノ観察期間ハ平均25.9ヶ月、半数以上ハ2－8年二

渡ツテ居ル。 106例／ヽ本法単搦、16例ハ他ノ虚脱法ト



990 抄

　　

形法ト併用ヌル。

h｀

　

胸廓整形法・準備トシ々(或場合ニハ整形法ザ

　　

不必要ナル事モアリ得ル)。

ｃ)斂奘ノ少イ気胸・場含しこ併用ンｆ癒著ヲ弛緩

セ

　

シI

　

ヌ

　

フレ

d）虚悦肺ノ他仰レ病墾ヲ停止セシメｙトスル場
へ

口Ｏ

　

ｅｼ

　

喀血ノ處置。

　

f.｡=

　

膿胸ノ閉鎖。

　

ｇ.ﾌﾟ

　

自然気胸ノ除去。

　

ｈ

　

気管枝肋膜痩ノ處置。

　

i）気胸ノ狗早閉鎖時・再燃口川L。

9）一時的鼓二永久的岸隔膜緋糾遮ぼ法ハ何レモ霜

自ノ價値ヲ持几ま前片ハ肛急時、例ヘバ喀血或ハ急

性病樋二對シテ他・虚岫法ノ都防ノ忠り易俘及他ノ

虚脱法ヲ他日施行シ得ル見込ノアル場合二試１ルベ

ク、後かハ他ノ虚腕法ノ適セズ十法ノミヲJﾑ゛Jテ治療ヲ

企圖スル場防ニ＝行フペキテブル。

10）現に本法､ハ無制限二施行せレフギテ弊害力゛アル

1ヽ言フ様ナ事｡･ヽ決シテナに寧口放棄サレル恐レギア

ル。之ノヽ不幸テアルト著者ノヽ考ヘル丿可故”‘うバ15－

25％ニ於テ著数が認メラレ、時ニョツｆ・ヽ卜法が患考

／生命ヲ救”最モ簡単ナう副ブつリ得ルJカラデアル。

故二肺結核ノ治峰二言ヽソテト法ハ充分考慮二人レラ

ルペキ價値ガアル、

　　　　

（宇多野

　

内藤抄ﾚ

　

4ﾂ

　

気胸再施行

Arthur Rest: Ｒｃ!Establishmentof Pneumothoraχで=3

ロラＦ州ク,ビヴ。グ市猶太人肺瘍救済協介療在所醤

　

㎜㎜㎜㎜㎜㎜
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ハ可能性が大キイモノデアルカラ、再虚脱ヲ必要トヌ

ル場合ハ先ゾ試ミルIペキデアル。

2）良イ加減ナ處デ気胸ヲ止メタ症例デハ再施行サ

レjDレ事が多イ。斯カル場合再気胸ノ方が前ノ気胸ヨ

リ一層放果的タアル事廿ヘアル。

3）炎症が繰返シケ起ツテモ必フごシモ肋膜癒著ヲ惹

起フヽルト月

アツ’zトシテモ肋膜腔ザ礎リテ居ラ７ト・ヽ必ズジモ

ほ言出来ナリダカラソソナ場合ニモ気胸再施行ヲ頭

カラ嘆ふシテハナラナイ｡、

こい

　

肋膜腔ヤ無々十ツタモノト考ヘテ気胸ヲ中絶ジ

タ例や陥隔膜捻除術ヲ試ｉテ後、再気胸ノ成功シタ場

防卜片者ノ経験ノ中ニ１例アル。但之ハ横隔膜捻除術

ノ結悍テツルカ、或ハ偶然ノー致二過ギナイモノデア

ル力輿､ノ決定ノヽ困難デアル。
‐
り 肋膜癒著ノ結緊気胸ノこ敵果ガ望-･･・1／ナ４焉之ヲ

中絶シ'タ場合二肺内肋膜剥離り試ｉルハ再施行二宮

い'万一適切有敦ナ方法タテラ吋

6)1揃『ノ気胸期間力長力ヽソタト言フ事ヤ、気胸中絶

後時日力紆ヽソテ居ル'トÅフ事ハ決シう＝一再施行ノ禁忌

症一子゛ノヽナ仁、

7ﾂ

　

気胸ヲ良イ加減二中絶サレタ場令ハ再施行成功

ヤギ高ｆガ、一一方再･燃緋､い裴或ハ不充分ナ虚脱ノ焉何

1ヽカ雌迪方法ヲ考へjヽパナうナｆ場介ザ多仁

8j

　

気胸ノ再施行ト言フ事･ヽ不可能･ナ事ヤハナｆギ

結1,ﾄ一般性ハナ仁故二肺結核りロキ曖；再燃スル疾

患デハ気胸ヲ無制限二裁ケ、ナルベ.･ク之ヲ中絶ジタガ

ラ十ｆト言フ事.ハ尤モナ事‘卜考ヘラレル．

　　　　　　　　　　　　　　　

､宇多野

　

内藤抄.1

　

5

　

肺結核死亡率8000例ノＸ線格査二基ク其ノ

趨勢

Homer L. Sampson:　F'atalitv Rateヽヽin　Pulmonarv

　　　　　　　　　　　　　　

・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・

Tuberculosis. Their. Trend　leased on Roentgenolog･

i(･al Studies of 8000 Patients (紐育州いレートーr¦j

ト･しード一療養所j-

局)

従来人工気胸法二閲ノヽル報告ハ泌ダ多椴ご一上い･テ居

ルガ、一度気胸ヲ中絶セル患一片二對スル再施行ご恍テ

ハ現在ノ嘔節鯛十意力湘にハレテ.居ナ仁ノミナラズ気

胸ヲ中絶スレミ肋膜癒衿ニノ認二再施行ハ不可能ナモ

ノト頭カラ決定シテシ二ツテ、直二胸･ふ幣･目法十施行

ス'し1ヽぱフ風力‘｀-一般ニｊ･　）しにｙｙ≒叉一jjデ・ヽ再紙

胸ヲ可能ナうシノル偽二最初／紙胸ハ除リュ長期二

死ラシノフヘ病竃及症状が消失スレバー･－ルフゲil,ク気

胸ヲ止メルハヽ･4キ.ダトlﾐ帳_スル咎モア≒

昔者ハト問題ノ解決二寄奥スペ≒自己ノ繩験８例lヽ

問aヽセニ＝･り知り得々諸家・経験トソ検討ジテ次.・

結論二逢ジテ居ル。

ｎ

　

気胸ノ再施行ハ従来一般・こ一信ゼラレテ居タ

　

ヨ

　

り

著者ハ最初こな次にｰこ問題判亙出シテ居ル。

１

　

現在肺結核ハ25乍前1ヽ比較シヤ、∃l･早期二我

見診断せレテ居ルカ？

２

　

現在肺結核患者ハ25年前ト比較シテ恢復ノ望が

人キワナツテ居ルカ？

　

之ヲ解決スベク著者・ヽトルーF｀一療養所二於ケル

1905年以来ノ入所患者8000名ヲ材料トシテ、退所後
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６年間二於ケル死亡率ヲ其年代各期二就テ比較シ≒タ

　

ノデアル。然モ比較ハ患者全憩1ヽシテ試シタノｉナラ

　

ズ、肺結核病竃ノ核力’リ、性質等ヲ中心トシテ非結核

　

患者ヽ結核疑似患行、軽症結核患:片、中等症結核患行

　

及重症結核患者二分類シテ總患者二對フヽル各レノ比

　

率ヲ其年代各期二渡ッテ比較ン、各項目ノ死亡率ヲモ

　

同揉二比較嶮討ヅタノヤアル。

　

其結果上逃ノニ問題二對ン何レモ肯定ヲ典へｆ一居ル

　

ノデアッテ、例ヘバ總結核患者ノ死亡率ノ如キ・･ヽ1911

―1920年間ノ2000例二於ケ･レ2↓％こ一對ソ1927―

1935年間ノ2000例二於テハ９ガユ減少シテ居ル。

其原因トs／ｆハＸ線検査ｶ・早期診断ヲ促進シ、治療法

ヲ救果的タラシヘ一方肺虚脱療法殊二人工気胸法ノ

鹿用が有数ナル役目ヲ演ジタルモント箭者ハ主張ジ

テ居ル。

　　　　　　　　　　　

ダ宇多野

　

内藤抄)

　

6)喉頭結核

William

　

H. Weidmae　and　Hugh. Ｂ. Campbell:

Laryngeal

　

Tuberculosis.ﾋﾞUncas-on･Thames 'State

Tuberculosis Sanatorium)、Norwich, Connecticut)ﾚ

　

著者ノ療養所二於テ1932―1937年間二入所セル1816

　

名ノ肺結核患者ノ中468例と喉頭結核患行ヲ殺見シ

　

タ。印26％ニー雷ル。男デハ30％、女テリヽ22％デアル。

　

27例ぐT5．6％)ニ於テー・ヽ揖察期間中常二喀痰中結核菌

　

ハ陰性デアツ孔

　

口腔結核ヲモ併殺セルモノガ５例

　

(１％)デ何レモ死ノ轄縁ヲ取ッタ。

　

喉頭浮腫ヲ惹起セルハ２例シカナイ。但焼灼法ノ結緊

　

デハナカクタ､、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

、

　

扁桃腺腫ノ存在ト喉頭結核ノ殺生トノ間ニハ認ムペ

　

キ開係ハ無イ腿ヤアル。

　

著激ノ處デハ入所時二總テノ患者ノ喉頭ヲ検査シ、無

　

所見ノ者ハ具後２ヶ月ﾆｰ１り定期検診ヲ行ッう゛居ル

　

ガ、後者ニョツテ新シグ我見サレ'ﾚ患者ノ斗ンヽ驚クペ

　

キモノガアル。喉頭結核力ヽ我見サレルト先ヅ沈以療法

　

ヲ始メル。一般療法或ハ虚脱療法デ軽快シテ行々場含

　

ハ沈恢療法以外ノ處置ヲ加ヘヤ仁叉喉顛所見サ充血

　

或ハ軽微ナ浸潤性肥厚ノｉテアル場陛・ヽ沈黙療法ノ

　

ｉニ止メル。然ジ若シ浮腫或ハ潰瘍ノ存フヽ･ﾚ場介パー

　

般状態サヘ良ケレバ焼付スル。但肺結核ノ終末合併症

　

トシ･テ惹起サレル急性喉頭結核二對シテハ焼灼法モ

　

全然無敗デアル。叉肺結核ノ像後が望無キ場合ニモ坑

　

灼法｡・ヽ行ハナイ。慢性ノ経過ヲトレルカ或ハ帆快ジッ

　

ッアル喉頭結核ザ焼灼法・最モ良ｆ適鹿症タア九

録 991

以上ノ治療ニョツf 199例(42.6％いヽ満足ナ破果ヲ

得、80例(11.1%》ヽ不完全ナガラ数果ヲ認メラl／、

164例ぐ35．0％)デハ数果ガ無カツタ、、18例(3．8％)ダヽ

處置其者が充分行ハレナカッタノｆアリ、７例(1．5

％)・ヽ全然無處置ノモノデアル、治療ノ殼梁ノ如何・ヽ

肺結核自若ノ経過ノ如何ニ＝･ﾉ1／事が大キイ。但肺結核

ノ治療ヲ注意深ク行ヒ、併セテ喉頭結核ノ焼灼法ヲ施

行シテモ其奴果が認メラレナイ場介モ相常ニアル。然

ン此間題｡ハ喉頭結核ノ治療問題1ヽ言フョリ。･ヽ寧口肺

結核治療法ノ無カユ帰一スベキモノゲアル。

　　　　　　　　　　　　　　

ノ宇多野

　

内藤抄)

　

7)結核菌ノ貯蔵

Maurice L. Cohn :　Preservationof Tubercle Ｂ、cilli.

０=lロラド州デソヴ。一市ナシ≒､ナル･宿六病院研究室)

種々ノ條件ノ下二貯職セル結核菌' lmg一一0.000,001

mμヲ「クリセリン｡」卵黄培養基二植ヱテ其生活カヲ試

験シタ結果次ノ株ナ成紙ヲ優タ。

有毒性及無毒性人型菌、有毒性牛型菌及有毒性島型菌

ハ乾燥保存フヽル時ハ水室内尹３年間生存シ得ルエ對

ン、原状態ノ優テ桐温度二保ツ時ノヽ６夕月－１年（時

ニ２渠）シ･力生存ン僣ナ仁

　

叩乾燥か或程｡唆ノ役目ヲ

演ズルヲ知ル。次二温度ノ杉響ヲ見ノしニ等シク乾燥結

核菌ヤモ孵卵器内うハヽ６ヶ月－１年ンカ生存カヲ持

タ几室温デハ今少シ長グ生存シ得ル。卯生存カノ喪

失ト言フ事ニハ何ヨ･･モ温度ノ影糾力｀人キイバ欠二此

生存力､ハ酸素中デ最モ利グ、空気中テハヨリ岨々、窒

素中子‘ノヘ最モ強イ。前述ノ如ク乾燥ノ有無モ以上ノ要

素毘デハナイギ開係ヲ持影

　

乾燥ニョツテ70－75％

ノ水及揮費性物質ヲ除去｡スル事ギ出来ルカJ、之ハ決シ

テ菌ノ生存カヲ害シナイ。｡結論トシテ肉汁培養暮り其

泌保存スノ1/事モ或程度可能ヤハアルギ、乾燥シテ空気

或ハ窒素中二封鎖シ､水室内二保存｡スレバ３年以上ノ

貯蔵二耐エルノタアル。旅所ヲ取う・事及渥搬ノ便利

ナル監モ後者／長所ヤアル。（宇多野

　

内藤抄）

　

8ヽ胃粘液中二摩游セシメタ結核菌、海瞑二對スル

其ノ毒力

Moore Ａ. Mills and Charlotte A。 Col well:ruV)ercle

Bacilli Suspended in Gastric Mucin. ぐイリ　ノｆス州

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｊ

　　　

㎜

　　

㎜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－

シカロ市ノーフ､ウェフヽターン･人學醤學部細菌學教室ﾝ

従来肺炎菌其他二就テ、之ヲ食晩水二浮游セシメタ場

＆glじ胃粘液二浮游セヅノ・タ場合ノ方ザ毒カヲ壇

３事が詮明サレテ居ルヤ、著者等ハ結核菌二就や之ヲ
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検シタノデアル。

　

胃粘液｡･ヽ其市販品20grヲlOOcc ／

蒸溜水二薄メテ滅菌ジタモノヲ用ヒ、結核菌トシ’テハ

人型菌(ＧⅡ)ヲ用ヒタ。ゾンデ種々ナル濃度ニヅテ海

瞑ノ皮下二注射ン食唖水浮游菌ノ場合ト比較ヅタノ

デアルｏ

結果。･ヽ大豊二於テ雨方ノ場合二著明ナ差ヲ見出ン得

ナカツ・タ。只最少菌量ヲ用ヒタ場合ニハ粘液浮游液ノ

録 【第18巻

方が大キナ病竃ヲ作り、潰瘍形成及内容排出ノ傾向ｶ・

著シカツタ、此事｡・ヽ粘液ノ作用が全ク局所的デ且機械

的ラ｡・アル事ニョリ説明サ1／ﾉ1／ト思フ。帥粘液ハ其粘桐

性ニョリー時的二局所ノ菌量ノ濃度ヲ保持コスル事ニ

ョリ局所病礎ヲ大キクjスルモノデアラウ。粘液が順次

少グリールト感染。・ヽ食時水浮游液ノ場合ト同様二進行

jスルノデアル。

　　　　　　

（宇多野

　

内藤抄）

結核外専門雑誌

　

牛型結核菌分離培養二對スル撒種培地ノ優劣ノ比

較

Alfred

　

Ｇ.

　

Karlson:

　

The

　

comparative

　

values

　

of

certain mediums for the isolation of bovine tubercle

bacilli(Journal of Infectious Diseases, Vol. 67, No.

1, p. 1, 1940)

組織叉.・ヽ暦液内ヨリ牛型結核菌ヲ分離フル際ノ培地

ノ優劣.ハ，人工培地二押レタ所謂業室株ヲ以クテ比較

ジタノデノ｀正確ナゴドバ判ラナイ筈デアノ1/．ソレデ著

者.ハ結核牛ノ淋巴腺36個ヲ用ヒテ是等ヨリノ牛型菌

検出ヲ次ノ如キ４種ノ培地(之ノ各々ニ｢クリセリソ｣

ヲ含ｙダモノト含マナイモノトノ２種類宛ヲ作ツテ

　

培

　　

地
(各124本宛)

「ク リ
セ

　

リ

一一一一一
人

　

）白日･

　

１

用ヒタカラ結局８種ノ培地トナツ・タ）ヲ供試シ’テ行ツ

テ見夕。

其ノ４種培地トノヽ次ノ如キモノ于アル。eIJチＡ培地一

馬鈴薯水浸出液加全卵凝固培地、Ｂ培川－「ペプ1ヽｙ」

(Bacto)、食時、牛肉「エキス」ヲ含ム寒天培地二卵黄

ヲ少量加ヘタ固形培地、Ｃ培地－Ｂ瑶地ヲ作ル場合／

蒸圈水ノ代りニ馬鈴薯水浸出液ヲ用ヒ｡タモノ、Ｄ培地

－Ｂ培地ノ牛肉「エキス」ノ代りニ牛肉浸出液ヲ用ヒ

タ卵黄寒天坑地。以上ノ各培地ニハ４％ノ割合ニ「グ

リセl’ン」ヲ加ヘタモノト、然ラザルモノ1ヽノ各２種

類宛ヲ用憲シテ用ヒタ。

分離培養成績ヲー一括ヅテ見レ八次ノ表ノ如クニナル。、

ｙ」添加

Ｃ

19.4

４．６

一

　
　
　

一

ｊ

　

Ｄ

一一一--

　

０

．

０

-

「zﾉ
゛リ

ー-

　

ｾ

　

ｰ- ･甲-･

　

Ｂ

‥-一一一一

96

.

8

-

　

3

.4

ン」非添加

　

Ｃ

　

-一一

80.6

ｉ
に一一一

’

　

↓．0

D

-

50．

- j ミ ｰ －

０

３．５

　

Ａ

一一-

67.
｛
／
―

５．０

Dr. Bodeニ依り紹介セラレタノ1／ Parmetol 類似ノ

Chlor-m･Kresal-Praparet

　

ノ

　

Baktolan

　

ヵ゛Alkalysal

ヤParmetol剤二比較ｙｆ結核性喀痰消毒二有斂カ

否ヵ試験セげ結核性喀痰ニ５％ノ溶液ヲ４時間作用

セジメ「モノ1／モツ1ヽ」ノ皮下二注射.スルニ結核ヲ謐明セ

ザルモ、Kontraイ10％「アソチフォルミン」處置セノ1/モ

ノ）ニ・ヽ重症結核ヲ諦､明シ≒タリ．叉こ=･レヲ卵黄培地二

培養.スルニKontrolハ･､12％ノ硫酸處置ノｉノモノ）

菌ノ我育ヲ見タルニ、消毒セル喀痰ヨリ.･ヽ菌ノ螢育ヲ

見フレBaktalan -ﾊ結核菌ノ殺菌.カユ於テAlkalysal

ヤParmetalト全々同揉数カアルモノナリト．

　　　　　　　　　　　　　　　

（北研

　

中村抄）

　

自由盟匯ノ小鹿二於ケル結核

螢

　

育

　

陽

　

性

　

率

　　

0.0

　　

12.1

一一

犬∧

－

集落螢現迄ノ平均週日j

　　　　　

4．6

以上ノ表デ判ル揉ニ、供試培地中Ｂ培地が成績最良デ

アツタ。嗇一般二牛型結核菌ノ分離培養ニハ「々゛リセ

リｙ」ヲ含-･・ナイ培地ヲ用ヒタ方が有利デアルト言ヒ

得ル。従ツテ牛型結核菌ｶヽ｀存タコスルカモ判ラナイト

思｡・ヽレル様ナ材料カラノ結核菌ノ分離培養二寓ツテ

タヽ「グリセリン」添加川地ト同時－必ズ「グリセリソ」

非添加培地ヲモ供用ス可キデアル。

　　　　　　　　　　　　　　

（九大細

　

喀痰消毒剤Baktolan J試験

Dr. med. W. Hallborn:　Prljfungｄ. Sputmndesinfe･

htronmittols Bahtolan. zeitschrftfur　Immumitatfor-

schunt^

　

und

　

expermenteelc

　

Therapie

　

Baud

　

98･

Heft･、1
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Prof Dr･ F. Schwangart: Tubercnlose heim Reb in

freier xVilchahn，B.M.T.VV.Nr.15 1940

自由獲匹二於ケル小鹿ノ結核.･ヽ稀デアルカ゛ー方費見

セラレぃタ例’ヽ重症デアル逢ツタ條件下ノ状態卯チ牧

場内ノ状態ヲ記.ス事へ

PI｀of.Dr. Antonius ハWien･Sch6nbrunnノTierga-

rtenニ於テ結核ノ凝ヲ持ツタ小直ノ死僣解剖ニヨリ

夫ｙノ結核ラｙｆ症状ノ原因,･ヽ肺臓ヤ胃内ノ宵生轟

二依ルト、然ヅ大キナ鹿ハ結核ぅ-゛死亡.スト言クテヰ

ル。叉玲羊二於ケル調査.･ヽ重要デアル。

　　　　　　　　　　　　　　　　

（北研

　

中村抄）

　

媛集瓦痙二依ル抗酸性菌ノ鑑刑試験

Prof. Dr. Toshiaki Ebina（Sendai:）:　Veraucheineu

Differenzierung der　saurefesten　Bakteren　mitte】s

des Agglutnatonsverfahren Die　St（ヽ11ungderSanre･

feSten Seprophyten zu　den pathOgenen Tuberkdhaz･

ieIen･ DaS　R‐und S･Antigen　humauer　und　bOViner

Stiimme･（z.f.B.Band 1↓5.Heft 6）

ChitiトAbe1ノ試験ノ延長デアリ主目的l、シテ凝集

反鹿利用シテ人型及牛型結核菌ノＳ及Ｒ抗原ノ構造

ヲ決定セゾトシテ賓駿ヅ、抗酸性菌ニ對入ル凝集血清

採取ノ焉病原性ヲ有jスル抗酸性菌ノ加熱死菌ヲ以テ

家兎ヲ免疫ヌルニ幾死フ､ルモノ多ジ故ニ「々ウjｽ」ニ

生菌ヲ使用ジ抗酸性菌ノ抗原中ニ非耐熱性成分ヲ含

有スルヤ否ヤノ判定ニ試シタリ。之レニ依ルト抗酸性

菌ノ凝集原作用ニトクテ1OO°C 2 時間ノ煮沸jスラ大

ヅ一ﾀ彭響り‐ジ、人型、牛型ノＳ抗原一’､加熱ニ=iリ礎化

セズ。

「’ウク‘」及家兎血清ニ=’リ、裁物「ガラjｽ」上凝集反塵

ヲ非稀憚若グ/､弱稀憚血清ヲ以テ行ダ時、烏型株ノ凝

集’、3O秒以内デ起リ、人型､牛型菌一、2―3分デ始メ

テ凝集セラルo蓮雷ナル血請使用ニ依リ鳥型菌株ノ血

消學的分類更ニ逡ｙデＳ及Ｒヲ艦別

録 993

Timotheebazillen)トモ異ナル＝･トヲ詮明セリ、叉吸収

試験ト開聯ヅテ凝集反感ヲ行‘ヒ、人型、牛型二於テモ

Ｓ及Ｒ型ノ匯別ヲ説明ジ得タカ’鳥型菌ノ如ク明確ナ

ラズ。大型、牛型ノＳ及Ｒ血清ヲ大型、牛型ノＳ及Ｒ

培養菌ニテ交叉飽和法ヲ行フ事ニョリ雨型ノ血清學

的匪別／ヽ可能デアル如ク思ヘルヽが残念乍ラ著者ノ

実験カラペ希望ヲ逞ン得ずりキ。（北研

　

中村抄）

　

「ツベルクリ」ノ精製

Dr. J. Vas^rhelyi und Dr. B. Gozsy: Ein Verfahren

zu Herskellung gereinigten Tuberculin zeischrift fiir

Immunitatferschung

　

und

　

ｅχperimentelle

　

Therapie

Band 97. Heft 3

　

精製「ツベルク｀ﾘｙ」ヲ産生｡スノl/、ヤリ方ヲＴＴト

記載フヽ、従来ノ特異性製剤中Seibert及其ノ協力研

究者二依り作り出サンタルＰ．Ｐ．Ｄナル超濾過法‘ﾄ

三嘆素酷酸ヲ以テ精製セラレタルモノガ最モ純粋ナ

ルモノナリ。其後Ｍ. Spiegel トSeibert -・ヽ硫酸「ア

ｙモソ」沈澱法ト三嘆素酷酸二依ル沈澱法ヲ合併ジテ

純化法ノ完全性ヲ確信セリ。Seibert及其ノ協力者｡・ヽ

純粋ニサ1／ン「クペルグリｙ」ノドノ分子群が特異「ク

ペノ1／クリｙ」作用ヲ起｡スモノナルカ実験シ生物學的二

多糖類、核酸進ｙテ嘆基性窒素モ無数カナ成分ナル＝=1

トヲ疏明セリ。

「゛ヽソペノ1/グリｙ」精製ノ性質｡･ヽ感作能カノナキ事デア

リ、感作能力／ヽ分子ノ小サイ程少ク、特異「タペル｡ク

リｙ」作用ヲ代表jｽﾉ1/物質ヘ

ノナリトｏ

著者川

型結核菌ヲSauton培養基ニ2－3週間培養セノ1／モノ

ヲ100°Ｃデ滅菌濾過ン其ノ濾液ニフ硫酸アｙモソ」ヲ

少量ヨリ飽和二至ル迄投入ン沈澱ヲ起サセタリ。此ノ

沈澱物ヲ生理的食嘆水二溶解Ｓ／、「セロフ。司紙ニテ

48時間12°Ｃノ誘導水ニテ透析７．50％三嘆素酷酸

5．6－5．7％ニ加入シ再ビ沈澱ヲ起セシメ或程度、沈澱

物ヲ乾燥セル後「エーテル」ヲ流入シテ三匯素酷酸ヲ

除去jス。「エーテル」ヲ除去シテ細小無結晶、白色粉末

ヲ得タリ。

此ノ精製「ツペルクリゾ」粉末（ＴＴ）ヲ以テ國際標準價

ナリに

生物學的二比較シ且ツ動物資験及自己資験ノ後學校

児童ニテ実験シＴＴ-Ｓト一致セルモノナル＝=､1ヽヲ謐

明i;／得タリ。

　　　　　　　　

（北研

　

中村抄）
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抄

　

精製｢ツベルクリン｣

Dr. Ｂ. Gozsy und Dr. J，Vasarhelvi:　Die chromat"

ographische Adeorption des gereinigtenTuberculin･

rZeitschriftflirImmunitatferschun": und Experime.

ntelle Therapic Band 97，Heft 3ﾚ

著者｡・ヽ自分ノ作レル精製｢クベル･ワリソ｣(ＴＴ)ヲ吸著

二依ソテー暦純粋ニナサソト整ン色調圖示法(chrom-

atographische Verfahren)ヲ使用セリ。此ノ賓験方法

録

　　
-

　　　　　　　　　　　　　　　

【第18巻

--------‥･－－－－･-一一--‥----･

ﾉヽ詳細､ニ記載セラレテアリ、TT ･・ヽFaserntonerde乃

至Bleierdeニテ完全二吸著セラtノタガ、夫レニ依り

一暦製精セラレル事ニハ成功セザ）キ。動物寅験ヨリ

ＴＴハHaptenデｙルト決論ヲ下じス＝=･トヲ得ルモ、

ソレノミこテハ抗髄タリ得ヌノデアノレガ、吸著僣

(Adsorbeus)ト結合じスル時感作能カト抗髄成生能カヲ

螢揮シ略ルト。

　　　　　　　

〔北研

　

中村抄〕

The Journal of Uisumnology Vol　37，Ｎ０．6．1939. 12

　

資験結核ノ「アレルギー」ト不感性

Ｃ. EuGjene Woodruff and Heurv Stuart Willis:

Allergy and desensitization in experimental tuber* -

ulosis

「アレルギー」ト免疫訂いヽノ間ノ開係二就テノ問題・ヽ

結核ノ如キ侵陶古染病ノ防止二重要デアル。本問題二

開コスル賞験的研究ハRich及ビMe Cardock ノ提案

通り二行ハレタ。印チ幼若人竺鼠二人型僅毒株O.."i

ｍｇｒ宛大々皮下注射ヅテ後之ソヲ三群二分チ第１群

べ

kulinヲ異レル期間注射ｙ‾菌接種後第j8日目ニ2mgr

ノ

　

Tuberkulin

　

ヲ以テ、叉第66日目ニ１ mgr　ノ

Tuberkulin

　

ヲ以テ雨２同マントー反恋ヲ桧シタルニ

第１群｡・ヽ全部２同共-・ンリヽ一反叱､陽性、第２群緋目雷

多柚y Tubeikulinヲ長期間汁射セルモノ。ハ全部２

同共-・ソトーμ唸陰性、第３群ノ少量/Tuberkulinヲ

沁刎セルモノハ第１岡ノヽ･ンう一反亡八に性卜疑陽

性ト相牛バs／、第２回目ノ々ｙトー回L唸ンヽ全部に性ナ

リ、以上ノ各群ノ動物ヲ1n日問ニワタツテ剖検ヅ肺

臓内ノ結瞼菌ノ倣ヲ楡､ｽﾉt/こｰ＝第１群ノ「アにレギー、

群・ヽ菌皆無ノモノ多ク、第２群ノ’･･’ソ1ヽ一反昿に性ノ

完登「アネノ1/ギー」群・ヽ全部慧敏ノ菌ヲ保有セルモノ

ノ　ミ、第３群1:1【】チ第１同反吐ハ疑陽性第２同示感ハに

性ノ部分的「アネルギー」群ハ菌ヲ少数叉ハ多敬二保

有セルモノ多ク、無敬二保有セルモノ無シ、以上ノ賓

験二依リテ「ア1ノルギー」ト免疫トハ共存ヌノ1／事が確

賞デアノ1/。

　　　　　　　　　　

（北研

　

三輪抄）

　

各種揮謐性油ノ結核菌二對スル作用二就テ

p. Allweiss:Ober die Wirkung atherischer 01e auf

Tuberkelbacillcn(Zeitschrift fiir　Hvgiene　und Infe･

ktionskrankheiten, 122 Bd. 4 Ht. S. 383, 1940;

結核菌が消毒剤ノ影響ヲ受ケ雖イロトハ少クトモソ

ノー部ノ,原円トシテ該菌雛内ノ多部ノ脂肪及ビ抵抗

カノ強イ蝋質被膜二員フモノトドセうレテ居ルノデ

アクテ，従ッテ結問ノ化學療法例トシテｙヽ此ノ蝋質被

膜ヲ溶力｡ス作用ガアッテ而モ臓器組織二無害デアル

モノテナケレ“ナうナイ。此ノ要求ここ副ヒ得｡４モノ

｡・ヽ化學薬品中二多鍛‾y｀

　

sソテ揮捻性油甑モ之二隔ジテ

居ル。揮を山岫甑ニハ類脂肪ヲ溶カヌ作用ガアノ1／カラ

結核菌ノ蝋玖被膜ヲモ溶カフヽ能カカ’アルト思バレル

著者ハ以上ノ著想ヨリシテ次ノ如キ賓験ヲ行ヽソタ。卸

チ，瑶養結核菌ヲ食唾水二浮游サセ之ニ長サ３糎ノ白

モ絲ヲ３時間浸シタ後該モ絲ヲ滅菌綿座試験管(:噪メ

管庭ニ２妊ノ揮餐性油ヲ容レテアルモノ)内二油暦ヨ

リ５拠ノ高サニ懸垂サセ22時開放置ごスル。然ル後二

毛絲ヲ乳鉢二侈シテ２託ノ食帥水デ以テ浮游液ヲ作

り２時間後二其ノ浮游液ヲ毛細管ニ＝1

　

･ソテ３滴宛ッ

ルベ・一氏培地10本二移ンテ血温二培養シ'タノデア

ル。

輿ノ結果，ヽ，供試レタ種々ノ揮螢性油中仙核菌二對シ

テ最モ強イ登育抑制作川ヲ示ヅタモノハAnilin.

puriss, 01， Eucalvjjti, 01. Pini　Lettoniae.　01. Men

hae, Ol. T(･川ヽenth.及ビ址等ヲ混合ジノzモノタア

リ，之二反ジテOl. Thymi, OI. Gaultheriae及ビ01.

Pini ｓil､estrハ殆ソドソノ作用ヲ示サナイつトガ判

ッタ。

　　　　　　　　　　

(九人細菌

　

占部抄)

　

冤疫，フアレルギー｣及ビI'アナフｆラキシー｣試験ニ

ョル結核菌ト其ノ代謝産物トノ分析

Ｈ. J. Corper:　Anal､･sis　of　the　Tubercle　Bacillus

　　　　　　　　　　

●･

and its Natural Produrts bv　Immune. Allergic and

　　　　　　　　　　　　　　

・

Anaphylactic

　

T(vsts.

　

ぐＴｈｅ

　

Journal

　

of

　

Infectious

Diseases, Vol. 66，Ｎ０. 1，p. 23，1940)

著者,・ヽ多数ノ合成培地二就テ楡ンタ結果廉直デ組成

モ簡単デアノ1/トコロｚ Wong･Weinzirl氏無蛋白合成
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論二逞ジタ。

叩チ、結核菌贈ハ動物二對ジテ主1ヽジテ「アレノ1／ギー」

ヲ起サセ、毒力菌感染二對ヅテ免疫性ヲモ賦奥コスルノ

タアルガ、之二反ンテ結核菌聘蛋白ヲ含ム濾液ノｔ・ヽ

「アナフィラキシー」ヲ起サセソレカラ「アナフィラキシ

ー」性７ｙヨパ叶「アソノ1／ギー」性中毒1ヽヲモ起サセ

ルガ「アレルギー」モ免4蛍リモ共こ賦典フヽルコトハナ

イ。

　

結核性ノ「アナフ。ラキジー」、７アレルギー」及ビ免

受性ノヽソlノソレ明ラカエー特質的ノモノデアツテ之等

ハ相互別々ノモノデ明ラカユ閲聯ノ無イ生物學的現

象デアル川所定出来ノ剔

　

（九大細菌

　

占部抄）

會報並二雑報

箭同邸八幡保健

　

八幡市仙毒町

伊

　

藤

　　

恒

　

東京市日黒図上目懲ニノ一九二三

　　　　　　　　　

渡辺方

培地二結核菌が最モヨzz費育ン、之二晋育ン.タ菌塊ニ

ハー般ノ生物學的反咆ヲ障碍ヌル様ナ外来異物が含

－lノテ居ラズ他方其ノ培液ニハ結核菌ヨリ産出セラ

レヘタ可溶性産物ギ含べ'レテ居テ而モ此ノ液・ヽ動物ノ

静脈内注射ニモ耐へ得ルモノデアル＝lトヲ知り其ノ

結果標乱2ノ如キ命題ノ解明二該見地ニョル菌憩及ビ

其ノ代謝産物ヲ用ヒテ研究.スルユ至ツタモノデアル．

該培地500琵二人型結核菌ノ最高晋育が見ラレルノ

ハ、37°)Ｃ,2－3ヶ月以内デアッテ叉結核菌劈蛋白ノ

培液内ヘノ遊離ハ主トシ･テ共ノ後二起ルノデアルガ

斯グシテ得ラレタ結核菌塊及ビ結核菌胆蛋白ヲ用ヒ

テ種々狛物賞験ヲ行ヒ、其ノ成績ヨリンテ次ノ株ナ結

昆ば混斗麹町皿丸の内一丁目六香川・

有

　

田

　　

博

　

帯服市西六條四丁目一四

琵高i↑ロFら健ｍﾎH

　

μ_□に市び■;pir


